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食の機能性・安全性に関する高度な技術開発とその事業化によるアグリ・バイオクラスターの形成 先端ゲノム解析技術を基礎とした免疫・アレルギー疾患克服のための産学官連携クラスター形成

本事業のねらい

　十勝エリアは、畑作・畜産を中心とした全国有数の農業地帯で、耕地面積は約256千ha（全国の約5.5％）、農業産出額

は約2,500億円（全国の約3％）を占めている。また、帯広畜産大学をはじめとした多くの試験研究機関等が集積している。

これらを背景に、テーマである「農畜産物及び加工副産物からの新規機能性素材開発」及び「農畜産物及び加工品の安全性

確保」のための技術開発を行ってその事業化を図る。さらに、これらの技術をベースにした「検査ラボ」を中核として「高

付加価値で競争力のある」食品産業を中心とした十勝型のアグリ・バイオクラスター形成を目指す。

事業の内容

1．農畜産物及び加工副産物からの新規機能性素材開発

　　十勝エリアの主要産業である農畜産物及びその加工副産物などか

　ら機能性素材である①ビートベタイン、②天然イヌリン、③動物性ペプ

　チドの抽出技術を確立するとともに、①～③における健康機能性、物

　理的・化学的機能性についての研究を発展させることにより、高付加

　価値素材の開発を行う。

　　また、加工副産物等からの素材抽出と機能性評価に関する可能性試

　験も同時に行い、有望な素材を新たに研究テーマとして発掘する。
　

2．農畜産物及び加工品の安全性確保

　　カクテルPCR法を用いて食中毒菌を迅速かつ網羅的に検出する技

　術を開発するとともに、検出キットの商品化を図る。また、人獣共通感

　染症・家畜用有害菌を迅速かつ網羅的に検出する技術を確立し、これ

　らの技術をベースに機能性評価の役割も果たす「検査ラボ」を構

　築する。さらに、「検査ラボ」の拡充を図るうえで、残留農薬や抗

　生物質等、地域ニーズの高い様々な可能性試験を実施し、食の安

　全性を確保するための網羅的な検査体制の構築を目指す。

中核機関名
財団法人　十勝圏振興機構
〒０８０-２４６２  北海道帯広市西２２条北２丁目２３番地
　　　　　　 TEL.０１５５-３８-８８０８

中核機関名
財団法人　かずさディー･エヌ･エー研究所
〒２９２-０８１８  千葉県木更津市かずさ鎌足２-６-７ 
　　　　　　 TEL.０４３８-５２-３９５８

事業推進体制
事業総括……………伊藤　　繁（帯広畜産大学特任教授）
研究統括……………牧野　壮一（帯広畜産大学副学長）
科学技術コーディネータ…佐山　晃司、清水　條資、大野　勝昭

参加研究機関（太字は核となる研究機関）
産…日本甜菜製糖（株）、コスモ食品（株）、日本ハム（株）、エーエムアール（株）
学…帯広畜産大学、北海道大学、愛媛大学、静岡大学、名寄市立大学、
　　岐阜大学
官…北海道立十勝圏地域食品加工技術センター、
　　（独）農業・食品産業技術総合研究機構　北海道農業研究センター

主な事業成果

1．農畜産物及び加工副産物からの新規機能性素材開発

2．農畜産物及び加工品の安全性確保
　　食品群毎（加熱処理食品、生食肉・野菜、乳製品）に設定した食中毒菌を実際に検出する
　ためのモデル設計を行った。また、食中毒菌を検出するために食品の前処理技術の検討を行
　い、実際の食材から効率良く遺伝子を精製する技術として、短時間の培養を可能とする共通
　増菌培地を作成した。さらに「検査ラボ」を一部稼働させ、本格稼働に向けた体制及び検査
　内容等の検討を行うとともに、質量分析法による加工食品中の残留農薬及び残留動物薬の検
　査技術の習得を行った。

本事業のねらい

　先端ゲノム科学の研究拠点である（財）かずさDNA研究所と免疫システム統御治療学の国際教育研究拠点である千葉大学
等が連携し、免疫・アレルギー疾患克服のための基礎研究から臨床・産業応用研究の橋渡しを行い、産学官連携のもとマ
イクロデバイスシステム創出、疾患遺伝子探索、治療効果を予測するバイオマーカー探索、ヒト疾患モデルマウス作製な
どを通して、診断･治療の効率化･迅速化を実現するとともに新産業創出を推進し、バイオクラスター形成を図る。

事業の内容

1．免疫・アレルギー疾患克服のための先端ゲノム解析基盤整備とその実用化研究
　　免疫・アレルギー疾患克服を目指した先端ゲノミクス研究の産学官連携拠点
　を形成するために１）ｍRNA量を網羅的に測定するのみならず、微量臨床検体
　から疾患状態の指標となる蛋白質を迅速に測定できる、臨床検体の前処理と定
　量検出のためのマイクロデバイスシステム創出を図る。2）次世代シーケン
　サーを活用し、免疫・アレルギー疾患の原因遺伝子探索を集中的に行う遺伝子
　構造解析施設を（財）かずさＤＮＡ研究所に確立する。
　
2．免疫関連難治疾患の治療効果判定・予後予測のためのバイオマーカーの探索開発研究
　　免疫関連難治疾患のオーダーメイド治療を可能にするため、治療前、治療中および治療後の患者サンプルと臨床デー
　タを基に、アレルギー疾患や癌の免疫細胞治療の治療効果や予後を予測するバイオマーカーの同定を目指す。見出した
　バイオマーカーを利用して、検査キットなどの開発を参画企業と連携して行う。

3．次世代ヒト疾患モデルマウス作製のための技術開発とその利用
　　免疫不全マウスにヒト造血幹細胞を移植し「第2世代造血免疫系ヒト化マウス」を開発した。
　　ヒト人工染色体技術を用いて、ヒトにより近い免疫環境を免疫不全マウスに再現し、ヒト
　造血幹細胞を移植した「第3世代造血免疫系ヒト化マウス」を開発し、そのモデルの優位性
　を実証する。

主な事業成果

1．免疫・アレルギー疾患克服のための先端ゲノム解析基盤整備とその実用化研究
　・水力学的濾過システム技術、射出成形技術および親水化処理技術を用いて、血球分離用の微
　　少流路合成樹脂チップを作製した。また、（財）かずさDNA研究所が保有するヒトタンパク質
　　遺伝子クローン、HaloTag技術、光感受性コーティング剤を用いた光パターニング技術を組
　　み合わせ、蛍光検出によるタンパク質アレイを作製した。副産物として、蒸着装置および
　　濾過チップ・濾過装置を試作した。
　・遺伝子探索拠点化に向けて、先天性免疫不全症の原因遺伝子探索を行い、ターゲット領域濃縮
　　技術を確立し、シーケンス時間を著しく短縮可能にした。

2．免疫関連難治疾患の治療効果判定・予後予測のためのバイオマーカーの探索開発研究
　　難治性アレルギー疾患や肺癌などの臨床試験の研究計画書を作成し、倫理審査を終え、
　臨床試験を開始した。癌に関しては少数例の患者サンプルの遺伝子発現解析により、三
　種のバイオマーカーの同定が行われ、特許申請に至った。（特願2009-200911）

3．次世代ヒト疾患モデルマウス作製のための技術開発とその利用
　・NOD/SCIDマウスからES細胞を取得する方法を確立した。（特願2010-986568）
　・ヒト造血因子・サイトカイン遺伝子導入マウスの戻し交配を行い、タンパク質レベル
　　でヒト型遺伝子発現を確認した。
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事業推進体制
事業総括……………大石　道夫
研究統括……………中谷　晴昭
科学技術コーディネータ…森　　尋昭
　　　　　　　　山﨑　雅司

参加研究機関（太字は核となる研究機関）

産…凸版印刷（株）、古河電気工業（株）、（株）プロテイン・エクスプレス、プロメガ（株）、アルテア技研（株）、
　　（株）アドバンス、東洋合成工業（株）、東芝機械（株）、（株）リバネス、（株）TI、動物アレルギー検査（株）、
　　鳥居薬品（株）、高信化学（株）、ウェザー・サービス（株）、（株）DNAチップ研究所、（株）クロモリサーチ
学…千葉大学、早稲田大学
官…（独）理化学研究所
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○ラットにビートベタイン経口投与
　実験を行い、肝毒性誘発に対して、
　グルタチオン濃度の増加が観察さ
　れ、さらに肝毒性の指標である血
　清ALT及びAST活性が低下して
　いることを確認した。

○チコリーの収量増加及び病気抵抗
　性向上を目的としたチコリーの栽培
　試験を実施し、収穫したチコリー
　根からイヌリンの抽出方法の検討
　を行い、実験室レベルでのイヌリ
　ン粉末製造に成功した。
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ライフサイエンス ライフサイエンス

●発展型（平成21～25年度） ●発展型（平成21年～25年度）

十勝エリア かずさ・千葉エリア

タンパク質アレイ模式図

（ビートベタイン） （チコリー根）

（検査ラボ）

血球分離チップの試作

マイクロアレイ セルソーター


